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 下水道の最新情報をお届けします！        発行日：2012．1．23 

        下水道機構の『 新技術情報 』 第 30 号 

       （財）下水道新技術推進機構  http://www.jiwet.or.jp/  

 

◇━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━◇  

 

『桜といえば 1 月』と言うと皆さん、きっと驚いちゃいますね。沖縄では、桜は１月に 

開花します。ヒカンザクラという桜で南国らしくショッキングピンクの花を咲かせます。 

不思議なことに桜前線は、北部から南下してきます。北部の方が寒暖の差が大きいためだ 

そうです。本州では有り得ない？と思いきや東京でも１月に桜を見ることが出来ました！ 

「フユザクラ」という桜で、麹町の小さな公園に一本だけ立っています。寒くて身をかが 

めて歩いていましたが、寒さに負けずに咲いているサクラを見上げると心がほっこりしま 

した。 

さて、今週も機構メールマガジン『新技術情報』第 30 号をお届けします。 

 業務に Tea Break にご活用ください。 

 

■□■■□トピックス□■■□■ 

★インフォメーション 

・下水汚泥のエネルギー化技術に係る説明会を全国 12 か所で開催します！ 

・3月 9 日（金）に東京会場（発明会館）、16 日（金）に大阪会場（大阪科学技術センター） 

において、下水道新技術研究発表会を開催いたします！ 

・1月 19日に「平成 23 年度 第 1回 横須賀市下水処理場等の津波対策基本計画に関する 

検討委員会」が開催されました 

★Tea Break 

・機構での日々（研究員 S．T さんからの投稿です） 

★みなさまからのコラム 

・掲載情報募集中！ 

 機構の新技術情報でお伝えしたい情報をお持ちの方は本コラムをご活用ください。 

★国からの情報 

・1 月 19 日付け及び号外下水道ホットインフォメーションです 

━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━ 

インフォメーション （最新の話題です） 

━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━・━ 

●下水汚泥のエネルギー化技術に係る説明会を開催します！ 



  （財）下水道新技術推進機構は、昨年度に国土交通省水下水道部の受託業務として、 「下水道汚泥 

エネルギー化技術ガイドライン（案）」を策定しました。 

  今回は、これらのエネルギー化技術の早期実現と普及促進を図ることを目的とした、 「下水汚泥エネルギ 

ー化技術に係る説明会と導入可能性の検討を行う支援業務」を 国土交通省から受託しました。 1 月 25 

日の大阪会場をスタートとして、最後の 3 月 13 日の広島会場まで 全国 12 箇所の会場で説明会を開催し 

ます。対象は、各自治体下水道管理者様ですので、ご興味ある方は どしどしお申し込みください。 

●平成 24年 3月 9 日（金）に東京会場（発明会館）、16 日（金）に大阪会場（大阪科学技 

術センター）において、下水道新技術研究発表会を開催いたします！ 

今回の発表会には、国土交通省下水道部の塩路下水道事業課長と（独）新エネルギー・ 

産業技術総合開発機構の佐藤省エネルギー部長（大阪会場は松林主任研究員）のお二人を 

特別ゲストとしてお招きし、最新のホットな情報として、それぞれ「下水道をめぐる最近 

の話題」、「ＮＥＤＯにおけるエネルギー技術に係る取り組み」についてご講演いただきま 

す。 

また、当機構からは各研究部長が、今年度の主要テーマである「東日本大震災を教訓し 

た危機管理対策」や「下水汚泥エネルギー化技術」等について、研究成果を発表いたしま 

す。 

年度末のご多忙の時期とは存じますが、皆様方、多数のご参加をお待ちしております。 

 なお、参加費は無料です（ただし、テキストが必要な場合は、当日テキスト代１,０００ 

円をご負担ください。その旨はＷＥＢ申し込み時にお知らせください。）。また、本発表会 

は、土木学会の継続教育（ＣＰＤ）プログラムに認定されていますので、知見向上等に是 

非お役立てください。 

※お申し込みは、こちらから → http://www.jiwet.jp/school/school-04_017.htm 

●1月 19日に「平成 23 年度 第 1回 横須賀市下水処理場等の津波対策基本計画に関する 

検討委員会」が開催されました 

下水道機構では、これまでの地震対策に係る知見や東日本大震災の被災地調査等の経験 

を踏まえ、横須賀市の下水処理場施設の津波対策基本計画を検討する共同研究に着手しま 

した（横須賀市と下水道機構の 2 カ年の共同研究）。 

今後想定すべき津波は、あらゆる可能性を想定した発生確率がきわめて小さいものであ 

り、地方自治体の厳しい財政状況を踏まえると、効率的な対策が求められます。効率的な 

津波対策計画の立案と実行のためには、信頼度の高い被害予測が必須となりますが、現時 

点では、下水処理施設に適用できる被害予測手法は、確立されておりません。 

このため、下水処理場等の津波被害予測のための数値解析シミュレーション手法や、こ 

れに基づく横須賀市の下水道施設等の津波対策等の妥当性に関して、科学的、実務的な審 

議を行って頂くために検討委員会を設置しております。 

当日は、委員長である防衛大学校システム工学群建設環境工学科の藤間教授の議事進行 

のもと、神奈川県の「新たな津波浸水深(素案)」等が紹介されるとともに「設置趣旨」「検 



討概要」「今後のスケジュール」について審議が行われました。 

今後は、全国の津波防災に生かすべく、本共同研究の成果も活用し、民間企業との共同 

研究により、下水処理場等の津波シミュレーションモデルの利活用マニュアルを作成する 

予定です。 

尚、委員会の概要については、後日ホームページへ掲載します。 

――――――――――――――――――――――――――――― 

機構の動き （機構の行事予定です） 

 

●1 月 25 日（水）10:00～12:00(場所：下水道機構８階 特別会議室) 

 第 1 回下水道クイックプロジェクト推進委員会 

●1 月 26 日（木）10:00～17:10(場所：下水道機構８階 特別会議室) 

 第 2 回 審査証明委員会 

●2 月 10 日(金) 14：10～16：40(千葉市南部浄化センター 鋼板製消化タンク) 

 第５９回 (平成 23 年度第 3回)新技術現場研修会 

★1 月 27 日(金) 12：00～17:30 (場所：東京国際フォーラム D5 ホールロビー) 

 第４回東京海洋大学「水産海洋プラットフォーム」フォーラム【研究成果ポスター展】 

において東日本大震災の被災地調査・研究成果について出展します。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

 Tea Break （機構職員の感じるまま） 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

●機構での日々（研究員 S．T さんからの投稿です） 

機構の門をたたいてから早いもので、１年と７ヶ月が経とうとしています。着任当時は 

本当に右も左もわからなく、新入社員のような質問や行動をしていたことが今でも思い出 

されます。当時はいくつかの技術マニュアルの担当を任していただきましたが、未経験の 

分野のテーマであったため、当時の部長、副部長や所員、共同研究各社の方にも間抜けな 

質問を繰り返していたことを思い出すと、今でも赤面します。昨年の後半からは、親元時 

代の業務に関連したテーマを任せられるようになり、勝手がわかってきたように思います。 

 そんな中、東日本大震災が発生しました。私は二次隊の一員として岩手県に行ってきま 

したが、当時はただただ、津波被害の大きさに唖然とするばかりでした。今年は主に、管 

路の維持管理に関するテーマを与えられ、日々研究に勤しんでいる毎日です。 

 そんな自分も気がつけば残りの日数を気にするようになってきました。限られた機構で 

の日々です。後悔しないように職責を果たし、今後の糧となるようなつながりを構築して 

いきたいと思います。 

――――――――――――――――――――――――――――――― 

 みなさまのコラム（皆様からお寄せいただいた情報です）  

――――――――――――――――――――――――――――――― 



●掲載情報募集中！  

 機構の新技術情報でお伝えしたい情報をお持ちの方は本コラムをご活用ください。 

情報提供はこちらまで→ jiwet@jiwet.or.jp  

 ※原則 400 字以内。なお、お寄せいただいた情報はそのまま掲載することを基本として 

いますが、掲載の可否は当機構にて判断させていただきます。  

 

 

↓コチラからは、国からの下水道ホットインフォメーションを掲載しています。 

◆◆◆☆☆☆☆☆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下水道ホットインフォメーション（2012.1.19 付、国からの最新情報です）     

送信元： 国土交通省都市・地域整備局下水道部下水道事業課企画専門官 石井宏幸 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆☆☆☆☆☆◆◆◆ 

 「管があぶない～疲弊する上下水道を救え～」（玉真俊彦著、ぎょうせい、¥1,429 

税別）を読みました。上下水道管の老朽化の状況や問題点などを、素人にもわかりや 

すく解説されてます。地方公営企業法の「永久企業債」の活用や、管理運営業務を地 

方自治法の「協議会」を通じて複数自治体が共同で民間委託する方法など、現行制度 

のもとで可能な現実的な提案もなされています。是非、ご一読を。 

 

★★★★★ 今週のラインナップ ☆☆☆☆☆ 

○下水道セーフティネット 1 月 1 日号【下水道事業課】 

●興味のある方、ご覧下さい「ブラタモリ in 国分寺」 

 

========= 

○下水道セーフティネット 1 月 1 日号【下水道事業課】 

 昨年の下水道工事に伴う事故者数は前年比 23 人減の 96 人、うち死亡者数は 3 人減の 8 

人でした。不注意が原因と思われる事故が多く発生していますので、作業手順の確 

認、作業員同士の声掛けの実施等により、事故防止に務めて下さい。今年も「安全第 

一」でお願いします。 

 http://www.mlit.go.jp/mizukokudo/sewerage/crd_sewerage_tk_000005.html 

 

●興味のある方、ご覧下さい「ブラタモリ in 国分寺」 

・放送予定日 

 １月 19 日（木）国分寺～遺跡編 

 １月 26 日（木）鉄道総研～国分寺後編 

・放映時間 午後 10 時～10 時 48 分 

・遺跡編：武蔵国分寺の伽藍配置が CG で映し出されるそうです。史跡めぐりのご案内 



は国分寺市ふるさと文化財課の福田課長です。 

・後編：鉄道総研やロケット、日立中央研究所の大池なども放映されます。日立中研 

は、野川の最源流、年１回の公開日以外は見られない所です。ちなみに野川は、国分 

寺崖線に沿って湧く湧水を集めて流れる川で、二子玉川で多摩川に合流する一級河 

川、湧水の池の中で日立中研の大池は最大規模です。発掘調査で古代文化の謎の解明 

が進み、新事実も次々と明らかになってきました。西国分寺駅近くには、尼寺跡や東 

山道の一部も復元されています。野川の身近な散策のコースがいろいろ出て来ること 

でしょう。ぜひご覧ください。 

 

========= 

【参考情報】 

◆大地震被害に備え訓練 洛西浄化センターなどで ＜1/13 京都新聞＞ 

http://www.kyoto-np.co.jp/politics/article/20120113000039 

◆日田市浄化センター：汚水で節電 年８００万円、３月に本格稼働 ／大分 ＜ 

1/13 毎日新聞＞ 

http://mainichi.jp/area/oita/news/20120113ddlk44040576000c.html 

◆台風 12 号 県内の公共土木被害額 472 億円 和歌山 ＜1/14 日高新報＞ 

http://www.hidakashimpo.co.jp/news/2012/01/12472.html 

◆下水道接続率が６割止まり 三次市 ＜1/15 中国新聞＞ 

http://www.chugoku-np.co.jp/News/Tn201201150137.html 

◆汚水６００トン流出 処理場のポンプ劣化原因 篠山 ＜1/18 神戸新聞＞ 

http://www.kobe-np.co.jp/news/tanba/0004750735.shtml 

◆メタンガス発電利用 県、設計費を検討 栃木 ＜1/19 朝日新聞＞ 

http://mytown.asahi.com/tochigi/news.php?k_id=09000001201190004 

◆バイオマス：施設を避難所に 三浦・周辺３地区と災害支援計画策定 ／神奈川  

＜1/19 毎日新聞＞ 

http://mainichi.jp/area/kanagawa/news/20120119ddlk14040173000c.html 

◆下水道事業の手引 平成２３年版 好評発売中 

http://www.suido-gesuido.co.jp/blog/info/2011/06/post_34.html 

 

◆◆◆☆☆☆☆☆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

下水道ホットインフォメーション（号外、国からの最新情報です）     

送信元： 国土交通省都市・地域整備局下水道部下水道事業課企画専門官 石井宏幸 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆☆☆☆☆☆◆◆◆ 

●「ダイエットレシピ」ランチのお知らせ【東京都下水道局】 

 来週 1 月 23 日（月）～25 日（水）の 3 日間に東京都庁舎内の職員食堂にてカラダにも 



下水道（環境）にも優しい「ダイエットレシピ」による料理がランチで提供されるこ 

ととなりました。（詳細は添付資料をご覧ください） 

 「ダイエットレシピ」とは、東京都下水道局が栄養専門学校と協力して、調理方法 

の工夫により油の使用量を減らした料理方法を一般公募・評価しすばらしい料理方法 

については「ダイエットレシピ」として認定し東京都下水道局ＨＰにて公表している 

ものです。 

（ＨＰアドレス：http://www.gesui.metro.tokyo.jp/oshi/infn0284_5a3.htm ） 

 油の使用量を減らしたヘルシーな料理となっておりますので、大変短い期間ではあ 

りますが、都庁にお越しになられる機会がありましたら是非ランチをお試し下さい。 

 

   ～ 以上、国からの下水道ホットインフォメーションより～ 

 

 

 

●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■ 

発行元： 財団法人 下水道新技術推進機構 企画部 

〒162-0811 東京都新宿区水道町３番１号 水道町ビル 7F       

TEL 03-5228-6511(代表)  FAX 03-5228-6512 

ホームページ： http://www.jiwet.or.jp/              

○お伝えしたい情報をお持ちの方はこちらから→  jiwet@jiwet.or.jp  

○メルマガ配信登録についてのお問い合わせはこちらから→ jiwet@jiwet.or.jp 

○ニューズレターはこちらから → http://www.jiwet.jp/newsletter/20111130/ 

○コラムの正解はこちらから→ http://www.jiwet.jp/newsletter/20111130/seikai.pdf 

■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■■●●●■ 

http://www.gesui.metro.tokyo.jp/oshi/infn0284_5a3.htm

